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　気管支喘息を は じめ とす る ア 1・ピ ー性 疾患 に お い て

重 要 な投割を 演 じ て い るlgE抗体 を瀏 定 す る radio −

allergosorbent 　test　tlR．4ySFrl・， 法 は ，1967年 Wide ら
】｝

に よ っ て 導入 され，現在固相担体 に paper 　discを用 い

る方法
2）
が
一

般 臨床 に 広 く用 い られ て い る．し か し ，そ

の 測 定漂 理 か ら 当 然 lgE以外 の 他の 免疫 グ μ ブ リ ン
’

の 影 響を受け る こ と が 考 え ら れ ，ま た そ の 他種 々 の 鉚

制 因チの 存在 が報 告 され て い る
31’13 ）．

Lyn 、h ら
・・は ア ・け ル ナ リ ア に ア レ ル ギ ーの 患 者 血

清 で ，IgG 抗体が RAST 法 に よ る IgE抗体価 漏定 に

抑制効果を 与え て い る と賭 し て い る．Zimnle   an

ら誓 ま honeybee　venom ．ブ タ タ tr 花粉 に ア L・　IL・ギ 　
の

患老 に お い て 免疫療法 後は 玉gE 抗 体価 は み か け 上 低

値を と り，それ は 免疫 療法後増加 し た IgG抗体 に よ る

搾制効果で ある と報 告 し て い る．ま た Zeissら
5）は ブ タ

ク サ 花粉痔 患者 に お い て paper 　disc　RAST 法 と固柑

担 体 に ポ リ ス チ 〆 ン 管を 用 い る 定 量的 ラ ジ ォ イ ム ノ

ア ッ セ イ 法 と を比較 し．paper　disc　RAST に お い て ミよ

IgE 航体 が 高濃度 に な って く る と，測定値 蒜 平衡 に 達

し，他方免疫療法後増加 した遮 断抗体の存 在の も とで

IX　lgE 抗体価が み か け上 低値 を 示 す こ とを 報 告 し て

い る．

　現 在 ま で の RAST 法 に よ る IgE抗体価源定に お け

る問霆 点の 多 くは ブ タ ク サ 花粉 ，ア ル テ ル ナ リ ア
，

honeybee　 venom な ど で 免疫療 法後 に 出現 す る IgG

遮 紙 抗体 に よ る 抑 制 効 果 と し て 報 告 さ れ て い る

が ヨ）
−13 ）

， r 常診療 で よ くみ ら れ，ま た 免疫療法施行 前

に すで に lgG抗 体 を右 し て い る こ と が 多 い
i舗 ザ ニ

ア レ ル ギ ー・
患 者 に つ い て は ほ と ん ど検 討 さ れ て い な

い ．ダ ニ ア レ ル ギ
ー

患者 の lgE 抗体価 の 季節的 変動

免疫療法 に よ る変動は ，現在 paper 　disc　RAST 法 で 測

定 され て い るが，こ れ らの 報 告
も δ〉
一1s 〕

で は lgG抗 体 の

影 響 に は ほ と ん ど考慮 が 払 わ れ て い な い よ うに 思 わ れ

る．今回，我 k は ダ ニ 〈De 」
’
r
’
7iatopkagoides 　fan

’
nae 、　D・

．
危廟 碑 に つ い て ，現在 簡便 で ，一般臨床に 広 く利

用 され て い る paper 　dls（： RAST 法 に よ る IgE抗体価

測定 に お け る IgG 抗体 の 撫制効果 に つ い て 検討 し，さ

らに RAST 浤 の 定量 裡 に つ い て も若干 の 検 討 を 加 え

た 。

方象 及び方法

Abbreviat皇ons ：　D ．　f∂〃ρ∂e 　De）
’
ma ’eP 　hagoゴde．9 カγ・

加oど；　HD 　house　dust；　HSA 　human 　 serum 　al・

bumin；　PBS 　phosphate 　buffered　saline ；　PLA

phosphohpase
・A ；　PRIST 　paper 　radio 三m ．

munosorbent 　test ；　RAST 　radioallergosGrbent

test

　1．対 象

　1982年 11月 か ら1983 年 3 月に 金 沢大学医学部付属病

院小児科 外来 を受診 し た ダ ニ ア レ ル ギ ー患 者 航 D ．

伽 力醐 RAST ス コ ァ
t− 2以上 の 者：）を屋内塵 〔house

dust，　HD ） に よ る免疫療 法 施行群 （治療群 ，　 A 群） 25
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Table 上　Grouping　of　the　tested　populations

　　至
「° up

A ・恕諜 d）・

・・鰓 塩，，d）：

．　」　　」　　　」　　．　　．　　．　　　．　　．　　．
蔑o，tested 喚 ・・ A

耳e
　
・、yearsノ

RAST 　 vaiueS 　 to

　　P．抑 ．
ま〉鯢

［　　．　　．　ト　　．　　」　　．　．　　F　　．　　　　ト　　　　　　．　　．　　　　　　1

2579 轟 冒
8．3　 　 …

〔1−14）　 …
　 　 　 　 　 　 　 旨

29、4土 38 昨

19．8± 9．O

上型 一⊥」 ⊥
7，4e
、5−14） 2．Cl± 口．6

卓House　dust　imrn巳匚｝otherapy ．
1 °

％ of 　total　activit  
・added ・

：Mear，± ISD ＞、

名 ．未冶療群 （B 群） 79名に 分 け，対照 と して 対照群

［．ア ト ビ
ー

歴 な く，喘 息症状の な い 抗 D．　flvカnae 　lgE 抗

体 陰性者 C 群 ）41名を選 んだ （Table　1），各群 の 年

齢構成は Table　1に 示 し た よ うに ほ ぼ同 じで あ る．

　 HD 免疫療法 は 鳥居薬品 の HD 治療 用 エ キ ス で 行

い ・総投与量 は 2・Omg −1337．2m 墓 （平期 17，8m9 ）．投

与期間 は 7 ヵ 月
一7年 9 ヵ 月 （平 均 4 月11 ヵ 月♪で あ っ

た ．血清 は た だ ち に
一一20℃ に 凍結保存 した ，

　 II．血清 IgE値 の測定

　 Pharmacia 祉製 の paper　radioimmunosorbent 　test
（PRIST ）キ ッ ｝・を使用 した ．単位は iU （intemational
Unit ）ノm 】で 表 し た．

　 III．血清 IgE 抗 体価 ぐRAST 値 ） の 瀏定

　 paper 　disc　RAST 法 （Pharmacia 社製キ ッ ト
．
1 に

よ り測定 した ．discは Pharmacia 社 の もの を使用 し，
単 位 は discに 吸 着 し た 放射 活性 の 全放 射 活性 に対す

る％で表 し た．

　 IV，血清 IgG 抗体価 の 測定

　Pharmacia 社製 の IgG　RAST キ ッ 5 を使 用 し，固

相担体 に は pa　per　di　．gc の か わ りに ボ リ ス チ レ γ 管 （シ

オ ノ ギ製．内径 10mm ．高さ 6i）mm 淳 さ1mm ） を用 い

て 行 っ た．

抗 原 の ボ リ ス チ レ ン 管 へ の 吸 着法 ： リ ン 酸緩蠻食塩

水 ぐph ・sph ・ t・ b・ff・・ed ・salin ・ ．　PBS ），　P｝1・7．4に瀞

した D ．ル 加 磁 粗 抗原 ！鳥 暑製 ｝ 100μ 1を ポ リ x チ レ

ン 管 に 入 れ 、 18時聞室温 静置 し，緩衝液（Tween 　20加）

に て 3 圈 洗浄 し て得 た．

　 IgG 抗体 崕 の 測定 ：抗原 を吸着さ せ た ポ リ ス チ レ ン

管 に ユ00μ 1の 皿 清試料を添加，24時 間室 温静置後 ， 3 回

洗 浄 し た の ち．上OOμ 1 〔O．026μ Ci：｝ の ウ サ ギ 抗 ヒ ト

IgG・1251 を添 恥 す る ．24ee問室温 静置後 3回 洗浄 し た

の ち・ボ リ ス チ レ γ 管 の 放射活性で γ
・d・・“ ン タ

ー
に て

測定 した ．比活性 は ポ リス チ レ ン 管 に 吸 着し た 放射活

性 の 全放射活性 に 魯 す る％で 表 した ．

　な お 予備実験 と し て ，ポ リ ス チ レ ン 管 に 吸着 させ る

抗原 の 至適濃嵐 IgG 抗体価 の 表現法，抗原特異 性の 3
点 に つ い て 検討 を加 え た ，

　 V．IgG．rich 　serwn の精製

　PBS に て 平衡化 した protein　 A ・Sepharose　 CL−4B
（Pharmacia 社製） カ ラ ム　（K9115，　 Pharmacla　Fine
Chemicals）に患者血 清を添加 し PBS に て 洗浄，そ の

後吸着 し た lgGを 0．1M 殉 シ ン ・盤 緩衝液 （pH 　3）
に て 溶 出 し，PBS に 透 析 し た 試 料を lgG．rich 　serum

と した ．IgE 抗体 の 不 活化は 56℃ で 4 時 間加 熱
4 ，

し て

行 っ た ．

　VI．　 lgG・free　serum の 精製

　O．lml の 血 清 をLOml の PBS に て 乎 衡 化 し た

protein　A ・Sepharose　CL −4B　（濃度 7．5％） と混合，
15分問娠 と うし，遠心 後 の 上清を IgG．free　serum と し

て 用 い た ，

　VII．統計学的検討

　成績 は student
’
s　t・test を用 い 推 計学 的 に 検 討 を 加

え，p ＜ 0、D5の 時 を有
．
意差あ り と物定 し た ．

成　績

　1．血清 IgG 抗体価捌定 に お け る 予備実験

　1，ポ リ ス チ レ γ 管 に 吸 着 さ せ る 抗原 の 至適濃 度 の

決定

　 100μ … d ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100；，t ，abb 、t、
　
anti

蘇鼠÷薩聡黜
　Fig．王．　 Schema　of 　the 　polysty】ene しube 　radioimrnunoassay 　fGr　measuring 　anti・
1）．．帝励 磁 dgG 　antibody 　ievels，
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 Serum 　 diLutions

　Fig．2、　 Optimal　concen しra 仁ion　of　the　D ．　fa？inae

extracts 　for　tube 　coating ．　Serum　of 　a　mite 　allergic

pa 七ient　 was 　serially 　diluしed　and 　 adde ｛弖 to　p ◎lys・

tvlene 　tubes　ceated 　 with 　various 　concentrations 　of

the 　Z）．〆fa　ri？羅 ‘ヲ extracts ．　Concentrations 　of 　the 　P・

inrinae　extracts 　of 　 the 　each 　symbols 　were 　as 　iol・

1。 ws ： o 。．1μ 9！蝋 ● 1μ 9 ／nil ； ▲ 1Dμ9！m1 ・

％

40

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

20

　

　

　

0

宕
。コ
昭
一
5
。

く
つ⊂
〕
D

』

・
血」一
匚
監一
芒“）

　

　

　

　

晦

Φ

⊇

傷

♪

←

の

く

α

O
塑

413

Serum 　dllut．on51 ／5　1110　　　1！25　1！50　 1’：OC　‡’描 　　　：ノ蜀 　　：厂1稠 　詣．「繍 　：〆‘鋤 ・t，xrrc
lgG 　antib ｛｝dy 　levels ｛v ／mt ｝　　　聖oeo　　　　250　　1S◎　　　　 25

　　Fig ，3，　Standard　curve 　of 　the 　IgG　antibody

｝evels 。f　the　P  ・led　sera 　fr・m 　se ・ era 三patienヒs　with

　h重gh　IgG　antibody 　levels．　The 　binding　value 　of 　IgG

　RAST 　at　a　50・f  ld　di生ut め n　of 　pooled 　sera 　was 　set

　 a § IGOO　 units ／ml 　 of 　the　 IgG　 an 曲 ody 】eve1 ．　The

　values 。 f　uuknown 　samp ユes 　were 　obtained 　by 山e

　stand2rd 　curve ，　but　the　dilutien　rat三〇 was 　c ｝1anged

　to　25  or　IO−fold　for　higher （＞ 100Gu／m1 ）or　lower

　titer （＜ 25u！m1 ） sera ．　respec 巨vely ．

　D ．farinaeの 抗原濃 度 くO，1μg！ml ，1μg！m1 ，
1 μ拶

ml ）を使 用 し，　 IgG 抗．体価高値 の 患者 血 清の 10，50，

250，1000，4  00倍希釈系列 の IgG　RAST 値を 求 め た

（Flg．2），区 に 示 され る よ うに 1λ 血ガηαε 抗原 濃度1

μg／ml ，10μ glml で ほ ぼ 同様の 結果が得 られ た の で 、

抗原濃 度は 1μ g！1n1 と し た ．な お 血 清 の 希釈は 50倍 ま

で 緩衝液で 行 い
， それ 以上 は 0．1％ ヒ ト血 清ア ル ブ ミ ア

を 含 む 緩衝液 で 行 っ た．

　2。標準 曲線 に よ る IgG 抗体価 の 表現 法

　IgG 抗 体価高値 を と る ダ ニ ア レ ル ギ ー患老数人 よ り

得 られ た プ
ー

ル 血清 を 100u！m1 と し，そ れ の 5， 10，
15

，

25，　50，　1    1　20 工），　5  0，　1〔IDO，　20  O，　41〕OO，　8000倍 希

釈液 よ り，Fig、3 の ご と く標準曲線を得 た ．測定は 直

線 部分 で 行わ れ る よ うに 被検 血 清を希釈 し，原則 と し

て 50倍希釈で 測 定 した が，1000ulmi を 越え る と ぎは

250倍希釈，25u ！ml 以下 の 場 合は 10借希釈 で 行 っ た ，

　 3，抗原特異性 の 検討

　本法 bt　D ．　fa・rinae　1こ 対 し抗原 特異性を も つ こ とを

確 認す る た め に RAST 抑制試験を 次の よ うに 行 っ た ．

　 5  倍希駅 さ れ た 抗体 価 高値 の 患 者 血 清200μ生に 0．1

μ g．！ml ， 1μg！mi ， 10＃g 〆ml ，
1001t91rnlの 濃度 の D．

知痒脱 抗原液 及 び 蒐照 と し て 卵 白ア ル ブ ミ ソ （oval −

bumin）溶液及 び PBS を 20 μ 1加 え ，
37℃ で 3時間反

応 さ せ た の ち，遠 心 後 の 上 清 の 抗 D ．．加 癇 磁 IgG

　　　 　　　 Antigen 　　coneentrat ｝on （Jt9 ノ劉’）

　Fig，4，　Specj且city　of 　the 　polystylene 　tube

radiDimmunoassay 　 for　 measuring 　 anti −D．　 fa　rinae

IgG　ievels　 using 　 the　RAST 三nhibition 　technique 、

The　anti −0 ．　fanカnue 　IgG　levels　of　a　mite 　allergic

patient
世
s　serum 　were 　assayed 　after 　preincubation 　at

37℃ for　3　hr　with 三ndicated 　 c   ncentrations 　of 　D ．

fari「ttae’（solid 　line） or 　ovall ）um1n （dashed　1｛ne ），

RAST 値を 求tlt？t，：．　Fig．4の ご と く D．卿ガ嬲 6 溶液は

濃度 依存的に 1gG　RAST 値を 撞嚮 す る が ．卵 白 ア ル ブ

ミ ン で は 抑罰 効果 は み ら れず 、 本法 に よ る IgG 抗体価

測定 は a 如 伽 麗 抗原特異的 で あ る と い え る．な お 図
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　　 　　　 【gE 　antibQdy 　Ie》 els （％ D．na ・ng ）

　Fig．5．　Correlation　betvseen　the　ti【ers　 of 　serum

IgE　and 王gG 　 andbody 　 to 　l）、ノゐ厚η僻 ．　 C　 group 　A
〔trcsted　pat三ents ）；● group　B （uiitreated 　patients）；
o 　group　C （control 　group ）．　Significan芝 correlati 〔）11

（p ＜ 〔｝．〔卜1）　was 　c，bserved 　廴y ＝ 7．31eo　u6DX 　and 　r＝

o．49）．

に は 示 し て い な い が ，卵白ア ル ブ ミ ン を吸着 させ た ポ

リ ス チ レ ン 管 に ダ ニ ア レ ル ギ ー患者 ¢ ）50倍 希釈血清を

添加 して も放射活性 は み られず （1．O％以 下 ），本法 で

は 非特異的結合 は な い こ と が 確認 され た．

　 II．　 IgE抗体価と IgG抗体衢 と の 相関

　 A 群 ， B 群．　 C 群 の 計 145人 の 血清 IgE 抗 体懸 ，
　 lgG

抗体価を求 め 、両者 の 相関を求 め た ．y ＝7．3．　7ee・DeOx ，　r ＝

O．49．汐く 0，01と有意 の 止 の 相関 が み られ た （Fig．駐，

　 また 各群別 に も両 老 の 相関 を求め た が，A 群 ，　 C 群

に ば 椙関 は 認 め ら れ ず，B 群 に お い て は ．　 y ＝7．26
eO
・OSSx

、　 r ； 0．48で p く O．01と 有意 の 正 の 相関が ！k られ

た ，

　 III．各群 の IgG 抗体価 の 比較

　IgG抗 体 価 （
「
Mean ± SEM 　ulm ｝） ｛よ A 群 219，8±

98 ．4　B 群86．9t27 ．7，　 C 群 9．δ± 1．1で ，　 A 群 ，　 B 群

は C 群 に 対 して は，それぞれ ヵ＜ O．Ol
，
　p ＜ 0．G5で 有意

に 高値 を示 した ．A 群 は B 群 に 対 し高い 傾 向 が あ っ た

が．そ の 差 は 有意で は な か っ た （Fig．6）．

　IV．　 IgG 抗体除去 に よ る IgE 抗体 価 （RAST 値）の

上昇

　IgG 抗体除去 に よ る RAST 値 の 上 昇 の 程夏 を み る

た め に ，13名の 患者血清 に つ い て 検討 した ． こ の 実験
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　Fig．6．　Titers　of　anti −Z）．一．tlllinae　lgG　in　the　three

gro 叩 s．　 The 　 vert 三cal 　bars　 represeBt 　 mean ± SEM
｛u 〆ml ）．　The　signi 巨cance 　of 　the　dj仔erences 　bet、へ℃ en

Aand 　C ：．p く0．Ol｝and 　between　B　and 　C （ヵ〈 O、G5）
was 　evaluated 　by　the　Studenゼs　t・test，

の た め ，　 lgG・free　serum を作製し た 同
一一血 清 を ヒ ト血

清 ア ル ブ ミ ノ を結含さ せ た CNBr 活性化 Sepharose　4
B （Pharmacia 社製）で lgG −free　serum 作製の 揚 合 と

同様 の 処理 を行 い ，こ れを HSA 処理 血 清（HSA ・treat．

ed　serum ） と し た．

　1．protein　A −Sepharose　CL −4B 処理 に よ る IgG 抗

体 の 除去効果

　原 並 清 （untreated 　serum ），IgG−free　serum と HSA
処 理血 清の lgE　1001Ulml に お け る IgG 抗体価 を ，

IgG抗体価高値 の 曇 者 7 名に つ い て 求 め た （Fig．7）．

IgG−free　serum の IgG 抗体価 の 平均 値 z：1，67ulml）は

原 皿 清 （124．5u！ml ），　HSA 処 理血清 （172．3u／m ］） に

比べ ．著明 に 低値 と な り ゆ く O．01），IgG 抗体 は ほ と

ん ど 除去 され て い る こ と が認め られ た，

　2．IgG−free　serum の RAST 値 の 上 昇率

　同
一

皿 清 よ り得 られ た IgG−free　serum と HSA 処

理 血清 に つ 」・て の 王gE 抗体価 〔：RAST 値）を比較 した ．

Fig．8・（A ），（B）は IgG 抗体価高値患 老，低 値患者をそ
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　F王9．7．　Absorption　of 　IgG　by　treatnlent　w 三th

proしeln　A ・Sepharose　CL −4B、　 The 　IgG 　afitlbody

levels　Qf 　each 　seruln 　containing 　1 〔｝1U　of 　IgE　were

compared ．　The 　rnean 　values 　of 　anti −∠）．卿癬 確 ε IgG

of 　 IgG ．free　serum 　（1．67u／mD 　was 　signi 丘cantiy

ψ 〈 0．001冫reduced 　 in　 c ・ mparis ・n 　 t・ that　
・f　 the

untreated 　serum （124，5ui
’
ml ） and 　the　HSA ・treated

serum ご172．3u ！mD ．

綰井正春他

れ それ 2 名 に つ い て の 曲線 で あ る ．症 例 4 を 除い て

igGfree　serum の 曲線 の 左方へ の 移勲が み られ，こ れ

は 他の 報 告
E）19）

に もあ る よ う1：　lgE もprotein　A −Se−

pharose 　 CL4B に よ り少量 で は あ る が除 去 さ れ る こ

と に よ る と考 え られ る．一
定 の 王gE 値 に お け る IgG−

free　serum と HSA 処理 血清 の RAST 値か ら IgG 除

去 に よ る RAST 値 の 上昇率 （％ increase）を以下 の 式

で 求め た ．

上昇率 （％）

　　．

R
難 黜垂齢 淵 呈y，＿ 、

RAST 値（HSA −treated　serum ）

　　　　　　　　　　　　　　 X100 （％）

　 こ の IgE 抗体 価 の と昇率 と IgG 抗 体価 と の 相 関 を

求め た と こ ろ ， 両者に は 有意の 正 の 相関 （y ＝3．41王og
x
− 8．35，r ＝ 0，88，♪〈 0，01） が 認め ら れ ，　 IgG 抗体極

が 高値 を と れ ば と る 程，IgE 抗 体価 は み か け上低 値を
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　 　 ゆ

　　 茜20

　　1
　　8
　 　 ρ 萄

　　囂

　　墨・ 　 255e ，51 。。 ，2，

　　　　　　　　　　　lgE （IUImS ）

　 Fig，8．　Increase　ill　the　anti・ヱ）．　fan
’
nas 【gE 　leve…S

ごRAST 　values ） aftcr　absorp てion　 of 　IgG ．　The 　IgE

a【itlbody 】evels （RAST 　values ） were 　measured 　by

diluting　with 　IgG 　free　serum （so】id　line：l　and 　HSA −

treated 　serum （（1ashed　llne）obta 三ned 　from　indiv重d．

ual 　 patients．　 The　 mean 　 difFe；ence 　三n 　the　IgE

antibody 　levels　betza・een 　two 　curves 　at　given ヒhree
points 　of 　IgE 　levels　was 　expressed 　an 　a ％ increase
in　the 王gE 　antibody 　levels．（A ） Case　l　 and 　2　 were

patients　with 　high【gG 　 ant ｛bGdy 　level，（B）Case　3
and 　4　were 　patiellts　with 　low 　IgG　antibody 蓋evei ．

と る こ とを示 した （Fig．9）．

　V ．IgG−rich 　serum 添加 に よ る IgE 抗体価 （RAST

値） の 低 下

　IgG抗体に よ る RAST 値の 抑制効果 を み る た め に，

IgG 抗体 価低値 の 患者 血 清 の 王gG −rich 　serum 添 加後

の RAST 値 の
．
低下 の 程度を以下 の方法で検討 した ．

　IgG 抗体 価 低 値 の 患 者 血 清 （IgG 抗体価6．5u／m1 ，

RAST 値 33艶）｝こ ，　 PBS （0．6％ ヒ ト血 清 ア ル ブ ミ ソ を

含 む） を 患．老 血 清 の 25倍 量 添加 後 の RAST 値 を

RAST   （Z6 ％），　 IgG・rich 　serum を患者血 清 の 25倍

量添加後 の RAST 値を RAST   と し，　 PBS （0．6％ ヒ

ト血清 ア ル ブ ミ ソ を含む） の み の RAST 値を RAST

  （O ．6％）と し て ，以 下 の 式に て，IgG−rlch 　serum 添

加 に よ る RAST 抑欄 率 （％ inhibition：〉 を求め た ．
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　Fig．9、　Percent　increases　in　the　anti −D．ノ；lt
』inoe

王gE　levds （RAST 　values ）after 　absorption 　o 臼 gG

and 　 iヒs　 relationship 　 with 　 the 　 anti −DL 血厚’iα ¢ 工gG

levels．

　％ lncrease＝

　　　　 RAST 　 values （lgG−free　 serum ）
　　　　　

− RAST 　values （HSA −lreated 駝 τ  1＞

　　　　　RAST 　values （HSA ・treated 　serum ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 × loo（％ ）

　Significant　 cGrre ｝ation （ρ＜ O，01） was 　 ob 舘 rved

廴y ＝3，4Uogx 　
− 8．35　and γ

＝0．88）．

抑制率 ・％ 广 ｛1一費会1捲三畏弐1驀 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　x100 （％ 〉

　Fig．10の ご と く 5人 に つ い て 検討し，　 IgG 抗 体憊高

値 の 血 清 2 例 の 抑櫃率は 69．6％，82．6％と IgG抗体 価

低値血清 の 捧制率 11．6％，2，9％，10．1％ に 比 べ 大きな

揮制効果 が 認 め られ た ．な お lgG・rich 　serum の 蛋白濃

度 は 6mg ！ml に 調整 した ．

　 VI，血 清希釈系歹ilを 用 い て の paper 　disc　RAST 法

の 定量怪 の 検 討

　 12名 の 患者 血 清の それぞれ 1， 3， 5 ．10，25，5D，

100．1 OO箔希釈系列の IgE　RAST 値 を求 め た （Fig．

11）．血 清 の 希 釈 に は Pharmacia 社 製 の paper

radioimmunosorbent 　test （PRIST ） キ ッ トの 希程液

（IgE　free　horse　sen   ） を用 い た．今回 ．我 々 の 実験

で は ，10−25倍希釈 に て 初め て RAST 値 が 低下 し始 め

る 血清が多 くみ られ ， ま た 原血 清で は 30％前後 とほ と

ん ど同 じ RAST 値 を と る 血 清 で も10倍希釈 に て 10

数％ か ら30数％ ま で 著 し い 差が み られ，原血清 に よ る

RAST 値 で は 定 量性が乏 し い ・二 とが 示 され た ．

動
重

　 25

！gG 　antibody 　亅evels 　 26Z

　 　 ‘u14 ｝

lgE　antlbody 　：evets 　 2　8
　 ｛％ 　b

・nd ・ng｝

275　　　　凶 ．3　　　 t）9　　　　50

L96 、81 ．d69

　Fig，1〔〕，　Th ∈ inhibitory　effect　Qf 至gG ・τich　serum
on 　 the　 anti ．D ．．泡が欄 r　 IgE　 levels　 l　RAST 　 values ）

器 sayed 　 by　 paper 　disc　 RAST ，　 The 　IgE 　 antib 〔＞dy

leveis　measured 　after 　add 重ng 　25・fo！d　volume 　of　IgG ・

rich 　ser 【ユm 　to　al！ergic 　serum 　with 　bw 　IgG　antibody

leveles〔IgE 董〜AST 　value ，33％ コgG 　antibod ）
’1evel．

6，5u！ml ） were 　 set　 an 　 RAST   ．　 RAST   ≒ were

c ‘冫rnpared 　w 亘h　the　IgE　antibody 　levels‘RA ＄T （工））

measured 　after 　 adding 　 25−fold　 volume 　 of 　 PBS
c 〔｝【ユtaining 　O．6％ hulnan 　seruul 　album 三n　to　the 　sarne

aHerg 畫c　serum ，

％ 1・瞳 　 ［
一攤 ｝・ 1。・・％ 1・

　 ごThe　 eonstant 　 number 　 O、6　 indicates　 the　 RAST
binding　of 　PBS 　contain 舌ng 　｛1，6％　human 　scrum

a ｝bumin ．〕
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考　察

　 Ceska ら
2》
に よ り臨沫 応用 ｝こ 洪 され た paper　 disc

RAST 法は ，正型 ア レ ル ギ ー
の 原 因 抗原 の 検索に 多大

の 貢献を な し て きた が．本 法 は もと もと半定量的で あ

り，多 くの 臨床 ア レ ル ギ …
の 研 究 者 は 本 法 の 定量性 を

高 め る た め ，種 々 の 改 良を 瑯 え て きた
7：29 ］211

．し か も先

に も述 べ た ご と く，本蜑 の 原理 か ら他 の 免疫 グ ロ ブ リ

ン の 抗体 の 存在は 、必然 的 に 見 か け上 lgE　RAST 値 を

下 げる こ と は 想縁 に 難 くな い ．事実 当初 よ り，い わ ゆ

る遮断抗彝 （
’
lgG 抗体 ｝が，い くつ か の 抗原に 飆 ・て み

か け 上 lgE 抗 体価を 低下 さ せ る た め 免疫療法後 の 患

者 血 清中の lgE 抗体価 の 正 確 な判定 は 困難 で あ る こ

と が報 告 され て き た
31 − ］31’

．更 に RAST 法 は 抗体過剰

域で 測定 さ れ て い る こ と も報告 され て い る
22 ）

、

　 と こ ろ で ，本邦 で 最も普遍的 な ア レ
『
ル ゲ ソ で あ る ダ

＝（．a 卿漉 磁 ）に つ い て は 免疫療 法 後 は もち ろ ん ，治

療前に す で に 高 い 濃度 の IgG 抗 体 や lgA 抗体 を保有

す る こ とが報告 され て い る
14 ；ls ）

．し か る に ，抗 a 抑匹

i21ae’IgE 抗 体 の 季節 性 変動や 免疫療法 に 伴 う変勤 の

報告
16 ト L8 〕に お い て は，抑餤 因子の 存在 や 本法が抗体過

剰域 で 測定 さ れ て い る と い う聞題点 は あ ま り考慮 さ れ．

て い な い よ う に 思わ れ る．そ こ で ．我 々 は ダ ニ （D．

々万ナ昭 8）に つ い て ，paper 　disc　RAST 法 に よ る 王gE 抗

体価翻定 に お け る lgG 抗 体 の 抑劉 効 果 に つ い て 検 討

し た ．

　 1），．な廟 鷹 に つ い て の 今回 の結果を考察す る前 に も

う少 し ブ タ ク サ 花粉 」〈
’
　honeybee　venom な ど で 行 わ

れ た 報皆 を概括 し て み る こ とに す る．Zimme   an ら
4｝

は ブ タ ク サ 花粉 ，honeybee 　venom に ア レ ノレ ギ ー
の 署、

者 の 血 清を使 用 して RAST 法 に よ る 1gE 抗体緬混定

に お け る 抑制 因子 に つ い て 険索 し た ，彼 ら は 56℃ 4時

間加 熱 に て 不 活化 した 免疫療法施行患者 の 血 清 添加 に

よ り。未治漂患者 の 抗体価値が著明 学こ 低 Fす る こ と を

発見 し，こ れ は 免疫療法 に よ り増加 し た IgG 抗 体に ょ

る も の で あ る こ と を 確 認 し た ．さ ら に こ の 効 果 は

paper 　discと同様に 固相担体に ミ タ ロ ク ！｝ス タ リ ン セ

ル 卩
一ス を用 い る 方法 で もみ ら れ た が ，Sepharose −4B

を使用 し て 固相担体 に 結 合 し た 抗原 の 容量を増大 させ

た 揚 自
』
は ，IgG 抗体 に よ る RAST 法 へ の 抑制効果 が 消

失 した こ とを報告 した ．Kemeny ら
7｝は ，以前 か らの 報

告
2脳 ｝

に もある よ うに 篷 に ア レ ル ギ ｝
で は な い 養蜂 家

（ア レ ル ギ ー症状 な く IgE 抗 弥魎低 瓸） に IgG 抗体価

高値 を示す 人 が 多 い こ と を報告 し た ．そ し て 彼 ら の lrll

清を蜂 ア レ ル ギ
ー

の 養蜂家 （ア レ ル ギ ー
症 状 が あ り J

lgE 抗鉢 価高 値） の 血 清 に 添加 す る と，　 paper　 disc
RAST 法 に よ る 【gE 抗体価 が低 ドし，一

般 に IgG航
体価 高値 の 場合 は

， IgE 抗体価 が み か け上 低値を と る

：if能蛙があ る こ とを報告 し た ．　 Verv 工oet ら
8 ｝

は ア レ ル

ギ ー
徃 気 管 支 肺 ア ス ペ ル ギ ル ス 症 の 患者 血 清中 に

．・lsPergi〜々 4∫ル η擁〜砧 4∫ 抗原 に 対 す る 2 種類 の 抑嚮因子

が あ る こ と を発見 し ， 1 つ は 抗原特異的な 遮断抗体 で

あ り，他方は 正 常人血清 に も存在す る 抗漂非特 異的な

囚 yrで あ る こ と を報告 し て い る．

　 こ れ らの 因子 に よ る 抑制勅果は ． こ の 作用機序に よ

り固相担体 に 結合 し た抗原の容量の 増大に よ り消失 な

い し は減少する と考 えられ，そ の た め に，Z三mmerman

ら
41

や Sobotkaら
35｝

｛よ Sepharose　4B，　 Lynch ら
3 ｝

は

Sepharose　2B，　Zeissら与）
孛ま ボ リ ス チ レ γ 管 を用 い た ，

　 と こ ろ が
、 本邦 で 臨床上 重要 な 1）．ル万 1躍 θ に 関 して

こ の 種 の 報 告 は 全 く み ら れ な い ．ブ タ ク サ 花 粉 や

honeybee 　venom など で 観察さ＃た IgG抗体 （遮断抗

体） に よ る RAST 殖 の 抑制 現象が D ．　xinriMIC，に も存

在す る か ど うか 確認 す る た め ，IgG 抗体添加 に よ る

RAST 値 の 低下 ，　 IgG 抗体 除去 に よ る RAST 値 の ヒ

昇 の 2 つ の 確認を行 っ た．Fig．　 IOの ご と く，IgG抗鯵

価 高値 の 患名 血清 よ り得 ら れ た lgG．rich 　 serum は 明

ら か に lgG　RAST 値 を抑制 して お り，こ の 時 の IgG

RAST 値 （7 ．6％），
　 IgG 抗体価 〔262ulml

，
275u！mD

を 示 す血清は 臨床 的 に は 十 分あ り得 る と考え られ る．
一

方，Fig．9の ご と く IgG 抗体除去 に よ り IgG 抗体価

が高 ければ高 い 程 玉gE　RAST 値 の 上 昇 率 が 増加 を示

」 　み か け 上 IgG 抗体 に よ り IgE　RAST 値 が 抑制 さ

れ て い る こ とを示 した．

　な お protein　A −Sepharose　CL ・4B は lgG3を吸着 し

な い の で ， また 【gG3 が抗ダ ニ 抗体を もつ か どうか は 不

明 で あ る ．も し lgGsO ：ダ ニ 抗体 活性 を も ち，それ の 除

去可能 な方法が あれ ぽ 我 々 の 結果 は 更に 明瞭に な る だ

ろ うと ｝想 さ れ る ．

　 こ れ らの 実験結果は ，IgG 抗体が paper 　disc上 の ダ

ニ 抗原 と IgE 抗体 と の 結 合 を 拮 抗的 に 阻 署 し て い る

こ とを示唆 し て い る，

　 こ の 抑鰯 の 程度を 決定する 西 子 は， ［11） IgG 抗体 と

IgE 抗体 の 分子数の 比率，（2）IgG 及 び IgE 抗 体 に 薄

す る D．frtn
−
nae の 共通 の 抗原決定 基 の 数 と，そ の 共 通

の 抗原 決定基 に 対 す る IgG 及 び lgE抗体 の 親 和憶 の

相違，（3） IgG 及び IgE 抗体 の 分子数 と paper 　discの

．．i二抗原 決定基 の 数 との 比 率，な どに よ り決定さ2Zると

N 工工
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4ユ8 航 D．扣 厂∫’縦 IgE 抗体価渦1定に お ける IgG 技捧の 揮 制 効 果

考 えられ，以下 こ の 3 つ の 因于 に つ い て 考察を加 えて

み た い ．

　（1）の IgG 抗体 と IgE 抗 体 の 分子数 の 比 率 に よ り

王gG 抗体の 抑制効果の 強 さが決定 さ れ る と い う機序 に

つ い て は ，Zeissら5｝が ブ タ ク サ で 免疫療 法中 の 患者 に

お い て ，IgE抗 体 と 免 疫 療 法 後 増 加 し た μg 単 泣 の

王gG 抗 体 が 容量 に 隈界 の あ る paper 　disc　 Eで 競台 し

て い る と 述 べ て い る．ま た Paull ら
：OU

　
““’heneybee

venoln で 免疫療法中の phosphohpase ・A 　I　PLA
．
1 に ア

レ ル ギ
ー

の 患者 に お い て ，PLA に 対す る lgE 抗 捧量

は 全 IgE蛋 白量 の 25．1−28．7％で IgG 抗体 曷1は 全 1gG

蛋 白量 の O．073−O．210％ で あ ウ，IgE 抗体 は ng 単泣，
一

方 IgG 抗体は μ g 単位で存在 し，　 IgG 抗体は 少な く

と も IgE 抗 体 の 100〔暗 近 くは 存在 し て い る こ とを報

告 し た，また 彼 ら は lgG 抗体 の 分 手 数 が 1gE 抗体 の

10−100 倍存 在す る と，固相担 体 に セ ル 卩
…ス を駕 い た

RAST 法に よ る 工gE 抗体価が 10−40％み か け ヒ低値を

示 す こ と を 報告 した ．ダ ニ ア レ ル ギ ー患者 に お い て も

IgG 抗体価 高値 の 血 清 に お い て は ，　 IgG 抗体 は Igε 抗

体 に くらべ ，か な り高濃度 に 存 在 して い る と考 え ら れ，

IgG 抗体〆lgE 抗体 の 比率が大きくな れ ば な る 程，　 IgE

抗 体価 測定 に お け る IgC 抗 体 の 抑 制効果 は 大 き くな

る と考 えられ る．（2） に 関 し て は ，先 に も述 べ た よ う

に honeybee　 vellonl で 免疫療法 を 受 け た 患 者 の IgG

抗 体 は lgE 抗 体 の 1〔IOO培 近 く 存 在 す る と 推 浩 さ

れ
川 ．一一’方 ダ ニ ア レ ル ギ ー・

患 者 に お い て も，そ の 比 率は

それ に 近 い もの で は な い か と考 え られ る．し か し， こ

の よ うに lgG 抗体が 多量 に 存在 す る中 で 王gE　 RAST

法が可 能で ある の は ， ひ と つ に は lgG抗体と lgE抗体

の 対応 す る 抗原決定基 が 異な っ て お り．拮抗 す る 共 通

抗原がそれ ほ ど多 くな い 可能性 が考 え られ る
26 糊 ．他

方，IgG 抗体 と IgE 抗体 の paper　disc上 の 決定基 に 対

する 親和性に 相違がある こ と も考え られ る．（3）の IgG

及 び lgE 抗体 の 分子数 と paper 　disc上 の 抗漂 決定 基

の 数 の 比率 に 関 し て は 、固相担体 に 結 合 し た 抗票 の 容

量 の 増 大 に よ り 1暮G 抗体 の 抑笥 効果 が 消矢 す る ・二 と

が 報告 され て お り
3｝
−5 〕25｝

， paper 　disc上 の 航 原決 定基

の 数が・一
定量を ILま わ れ．ぽ．影響は 当然無筏 で きる も

の と 考 え られ る，そ の 為 に は 固相担体に結合 し た抗原

の 容量 の 増大 の 他 に 血清 を希釈す る 方法 は 有 用 と い え

よ う．事実，Perelmutterらε）は，ブ タ ク サ 花粉，ラ イ

麦に 対す る ア レ ル ギ ー患者に お い て ，protein　A ・Se・

pharose　 CL・4B に よ る IgG除去 に よ り，
　 paper　 disc

RAST 法 で 測 定 され た lgE 抗 体価 は 25−66％上 昇 し た

が
，

廊 清希釈 に よ り上 昇率 が 小 さくな る こ と ，
つ ま り

1gG 抗体 の 影 響 が 減ずる こ と を示 し た ，また Cheung

ら
m は 抗 hOIleybee　venom 　lgE 抗体価測定 に お い て ，

IgG 抗体 が 1農度依百 的 に み か け 上 IgE 抗 体価 を低 下

させ ，さら に lgE 抗 体 と IgG 抗 体の 混 台血 清を希釈す

る と IgG 抗捧 の 揮制効果が消失す る こ と を示 した ．つ

ま り，IgG 及 び lgE 抗体の 分子数 と pa　per　disc上 の 抗

原 決定基 の 数 と の 比率 が 大 きい 程，IgG 抗体 の 影響 を

受 けや す く，比 率 が 小 さければ影響 は 少 な くな る と考

え られ る ．IgG 抗体除 去に ょ る RAST 値 の 上 昇 率が

IgG 抗体添加 の 際の 拷制率 に 比 べ ．低 か っ た と い う今

回 の 実験結 果 は ，IgG 抗体 除去操 作 の た め に 血 清が希

叡 きれ た た め に 生 じた もの と思 われ る．

　以上，fi　D ．．々ア細 ε IgE 抗体 の RAST 法 で の 演定 に

お け る IgG 抗体 の 抑制効果を，主 に ブ タ ク サ 花粉，

honeybee　 venom で の 報 告 と 比 較検討 を 加 え て きた

が 、フ
』
タ ク サ 花 粉1コ　h。neybee 　ven 。m は か な り緒製さ

れ た 抗 原 に よ r）検討 され て い る の に ，D ．．加 伽 磁 は 耜

抗原を使用 し て い る 点 に 大 きな相違が ある．今後よ り

精製き れ た 抗原
捌 一ヨ

門 二 よ る 検討 が望 ま れ る．

　Chap1nanら 凶
は antigen 　binding　assay 法訃こ よ り ，

プ 1；
’

ッ ク ナ ス 1・陽 性 者 の 949看に 窺 尹初 誑 0助 890 〜ど6∫

PteronJ．zss
’inztsに 対 す る IgG，　IgA，！gE 抗体 を検 出 し，

．
方 プ ジ ソ ク テ ス ト陰 性 者 で は 王gE，工gA 抗体 は 検出

され ず ，IgG抗体 の み が 低 濃度で は あ る が 30％ に検出

さ れ た と報 告 した ．今回 の 結果 で も Fig．5の ご と く，

抗 か，逸廟 磁 lgE抗伎価 と IgG 抗体価 は 相関 し て お

り，一
方未治療患者 に も IgG 抗 体価高 値 を と る場 合が

多数 み られ．IgE 抗体価 に 影響 を与 え得 る こ とが 考 え

ら れ た ．と こ ろ で ．ブ ．a タ サ 花粉，　 honeybee　venom に

ア レ ル ギ
ー

の 憲者に お い て は，治籤前は IgG 抗体が ほ

と ん どな く，治療後 は じ め て 上昇す る こ と が 報 告 さ れ

て お i）　4｝31 ｝
−3E），　 IgG 抗体が 1gE 抗体価測定 を抑制す る

の は 免疫療法を受け て い る もの に 限 ら れ る．

　以上 の よ う に RAST 法に よ る IgE 抗捧価測定 に は

IgG 抗 体 が か な り大 きな抑擬 効 果 を 与 え る 二 とが わ

か っ て き た が，今 ま で 花粉 症 に お い て lgE 抗体価 の 免

疫療法 に よ る変動や 季節性変動は次 の よ うに 考え られ

て きた．すな わ ち ， 玉gE 抗体価は免疫療法後減少す る こ

と
32】34｝361，花粉 の 飛散 の 季節 に 入 る と未 治療患者 で は

上昇す る が，治療を受け て い る 患者 で は 上 昇 し な い か，

も し くは ヒ昇 し て もそ の 程 度 は 少 な い と され て い

る
s3t37）ss）．しか し最近 Zimmermun ら餌 よ

，
こ れ らの 報

告 の 多 くは RAST 法 で 行わ れ て お ワ，免疫療法後 lgE
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抗体価が 低 トする よ うに み え る の は ，治療後 上 昇 し た

IgG抗体に よ る抑嚮効果 の た め で は な い か と述べ て い

る．花粉症で は 治療後 に測定 され た IgE 抗体 癒の 評 価

が 問題 とされ て い る が，ダ ニ に お い て は 治療後は もち

ろ ん ，治療前に すで に 王gG 抗 体が高濃度 に 存 在 し て お

り，さら に 他 の 免疫 グ P ブ リ ン の 存在を も考 え る と，

paper 　di：c　 RAST 法 に よ る IgE 抗体価 の 正確な評価

は 困 難 と い え る ．

　加え るに ，RAST 法 で は 抗 体過剰域 で 測定 し て い る

こ と が報告 され て お ？」　
22 ］，事実我 々 は lgE　RAST 疸

30％以上 の ダ ニ ア レ ル ギ ー患 者血 清 を 段 階希 釈 し

RAST 値 を 求 め た と こ ろ．　 IO−25倍 希釈 に て や っ と

RAST 値が 低下 し始 め る 血清が 多 く み ら れ た 、以 h の

2点、す なわ ち，本法は IgG 抗体や 他 の 免疫グ ロ ブ リ

γ に よ り抑制 され る こ と．史に か な りの 抗体過 剰域 で

測 足 さ右 て い る と い う問題点 を 解決 し 本法の 定量性 を

高 め るに は 環実 に は 希釈血清を用 い る の が簡便で 望 ま

し い 方法で あろ うが，よ り精製され た 抗 原を用 い た 検

討 が必 要て あろ う．

結　論

　ダ ニ （D ，．カノゼη磁 ）ア レ ル ギ ー
患者 （治 療 群 ，末冶療

群） と封照群に つ い て，protein　A ・Sepharose　CL −4B

を使月 し て ，IgG・rich 　serum ，　IgG−free　serum を 得 る

こ とに よ り，paper 　disc　RAST 法 に よ る 抗 ヱ）．裁蕗π々e

IgE 抗体 価 測 定 に お け る IgG 抗体 の 抑制 効果 に つ い

て 検討を加 え ， 以下 の結果を得た ．

　 LZ ）．カァ加 昭 に 対 す る IgE 抗体価 と IgG 抗体 価 に

は 正 の 別関がみ られ た ．

　2．ダ ニ ア レ ル ギ
ー
患者 で は 対照群 に 比 べ IgG 抗体

価 は有意 に 高値 を示 した ．また 治療群は 未治療群に 比

べ 高 い 傾向が み られ た が
， そ の 差 は 有意で は な く，末

治療患老に も高値を示す もの が 多 くみ られた．

　3．RAST 値 は lgG 抗体 除 去 に よ り ｝．昇 し，添 加 で

低 トを示 し た．

　以上 よ り D ．farinaeに 関 し て は 免 疫療 法 未 施行 の

患者 で も lgG 抗体価 高値 を示 す人 が 多 くみ られ ，

paper 　 disc　 RAST 法 に よ る IgE 抗体価 1ま lgG 抗体や

池 の 免疫 グ r・1 ブ リ ソ の 影響 に よ り見 か け上低値 を と る

こ とがある と考え ら れ る，さ ら に 太法 は し ぼ し ば抗体

過剃域で 測定 され て い る と い う問題点 もあ り，こ れ ら

の 2 つ の 問題 点 を解 決 し て 本 法 の 定 量性 を 高 め る に は

希釈血清を 用 い る の が簡便 で 望 ま し い 方 法 で あ る と考

え られ る．

　稿 を終 え る に あた り，姻指導 と 御校閲 を賜 わ りま し た 恩

鯒谷 口 昂教授，御教示を賜わ りま した 本学第 2 生化学教室

久野滋教授 に 深謝致 し ま す．

　 な お ，本 論文 の 要 旨は ，第33回 ヨ 本 ア レ ル ギ
ー

学 会総 会

（王983） に お い て 発表 し た ，
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THE  INHIBITORY  EFFECT  OF  IgG ANTIBeDY  ON  PAPER  DISC

   RADIOALLERGOSORBENT  TEST  OF  lgE ANTOBODY  TO

             DERMA  TOPHAGOLC)ES  EARIN,4E

                  Masaharu Kasei. Mich{o Hiratani, Shigeru Ito. Yoshihiro Oshida

                                   and  Satoko Ueda

                  Der>artment ofkdiatn'os, School of Adbdicr'ne. Kanazawa  [iniversit.;'
                                   Kazuhike  Muto

                         Dcpartment  ofPediatt'ics, JNintional  fo Hbspitar

   The  inhibitory effect of IgG antibody  on  IgE antibodyievel  assayed  by paper  disc RAST  was  evaluated  using  mlte

<DenJiatophaguiides forinae D. fan'ime) antigep,  A  signifieant  positive c.orrelation was  founcl between  the IgE and  IgG
antibody  levels. The  IgG antibody  levels in mite  allergic patients were  significantly  higher compared  with  these in
controls.  [I'he IgG  antibody  levels in the  treated  group  (house dust immunetherapy)  ",ere  higher but showed  no

significant  difference irom  those  in the  untreated  group. The  RAST  val:es  were  elevated  by  removaT  nnd  suppressed

by addition  of  IgG antibody,

   These results  sttggested  that in D. 
.tlat'inae

 allergic  patients, t･he rgE ant'tbody  levels ei;en  froin untreated  patients
when  assayed  by paper  disc RAST  indicates a iower level in the presence of IgG antibody  or antibodies  of  other

classes.  Furthermorc,  antibody  levels by this method  arc  Tneasured  frequently wlth  exces.s  ant{body.  These  factors

may  produce  a  difficuity in precise estimation  of  the  seasonal  variations  in lgE  antibedy  levels or  suppression  of  IgE

antibody  levels after  immunotherapy.  The  preciseness of  quantification b.v this method  ma}'  be improved  by the  use  of

diluted senim.  which  is simple  and  preferable for miminization  of  the  effect  of  the  above  2 factors.


